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１．はじめに

　近年の再生医学研究の進歩は目覚ましく、iPS

細胞の作製により、再生医学は個別医療として実

現が可能な状態になりつつある。少子高齢化によ

り、日本を始めとする先進諸国は、高齢であって

も高い活動性を維持したいという要求が高まって

おり、再生医療の重要性は大きくなっている。日

本では、循環器疾患、悪性腫瘍と並んで代謝疾患

が大きな問題となっており、その中でも糖尿病は、

近年罹患者が増加しており、新たな治療法の開発

の必要性が高まっている。平成 19 年度の国民健

康・栄養調査によると、日本国内の糖尿病患者数

は、約 700 万人に膨れ上がっており、そのうち

インスリン投与が生涯必要な重症糖尿病患者は、

約 10 万人と推計されている。インスリンの唯一

の産生臓器である膵臓β細胞の発生・分化の分子

機構や、インスリン分泌不全における細胞状態を

解析することは、糖尿病の予防・診断を考える上

で最も重要な研究課題の一つである。本研究プロ

ジェクトの目標は、膵臓β細胞の発生・分化にお

けるエピゲノム変化を解明し、その知見を基に、

生体内でβ細胞の機能を有する細胞を再分化誘導

する方法を開発して、糖尿病の新たな治療法を確

立することを目標としている。

２．これまでの研究経過

　我々の研究グループは、細胞分化における転

写因子の機能解析を行っており、その中で AP-1

スーパーファミリーに属する Large Maf 転写因

子群に注目して研究を進めてきた。生体における

機能を明らかにするために遺伝子欠損マウスを作

製し、様々な臓器において、細胞の最終分化に

必須であることを明らかにしてきた。その中で、

MafA は成体の膵臓β細胞において、インスリン

の転写、インスリンの生成、分泌の各段階を制

御する重要な転写因子であること（文献１）、ま

た MafB は膵臓α細胞およびβ細胞の胎生期の発

生において必須の転写因子であり、MafA および

MafB の両方が欠損した場合には、胎生期のイン

スリンの転写がほとんど起こらないことを明らか

にした（投稿中、図１）。

　このように、MafA および MafB が膵臓β細胞

の発生・分化およびインスリンの制御に大変重要

な機能を有していることを明らかにしてきたが、

一方で、MafA を含む転写因子を非β細胞に導入

することにより、β細胞様の細胞を再分化誘導

（ダイレクト・リプログラミング）できることが、

他の研究グループから相次いで報告された。米国

ハーバード大の Melton 教授らは、膵臓外分泌細

胞に Pdx1, Ngn3, MafA の 3 遺伝子を導入し、マ

ウス個体内で膵臓外分泌細胞をβ細胞に変換でき

ることを世界に先駆けて明らかにした（文献２）。
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一方大阪大学のグループは、肝臓細胞に Pdx1、

NuroD、MafA を導入することによりβ細胞様細

胞に変換できることを報告しているが（文献３）、

その詳細な解析は行われてはおらず、実際にリプ

ログラミングが起こったのか、一時的にインスリ

ン産生が誘導されたのに過ぎないのかの詳細な解

析は実施されていない。そこで我々は、これまで

得られている MafA および MafB 欠損マウス解析

のデータや、in vivo イメージングの方法を利用

して、膵臓β細胞の分化の詳細を明らかにし、ダ

イレクト・リプログラミングによる再生法を確立

するプロジェクトを TARA プロジェクトとして

提案した。

３．膵臓β細胞再生の４つの戦略

　現在のところ膵臓β細胞再生には、以下の４つ

の戦略が想定されている。

　１） 膵臓の幹細胞と考えられている膵管上皮細

胞からのβ細胞の分化誘導

　２） β細胞の自己増殖

　３） 胚性幹（ES）細胞や人工多能性幹（iPS）

細胞からの試験管内分化誘導およびそれら

の細胞移植

　４） 生体内分化細胞の直接再分化誘導（ダイレ

クト・リプログラミング）

　正常の発生や生理的な条件では、β細胞は膵管

上皮細胞から分化するとともに、自己増殖により

その数を増加させることが報告されている。しか

しながら、どのような分化誘導因子によって分化

が誘導されるか、また自己増殖の誘導因子や自己

増殖の制御については、ほとんど情報が得られて

いない。さらに糖尿病状態では、これらの機構が

十分機能していないために臨床症状が現れている

ことは明らかであり、１）および２）の方法によ

り糖尿病状態を改善することは難しいと考えられ

ている。一方、ES 細胞や iPS 細胞から様々な分

化細胞を誘導する ３）の方法は精力的に研究さ

れており、β細胞の分化誘導法についても多くの

方法が報告されている。実際に、これらの方法に

よりインスリンを産生するβ細胞様細胞を分化誘

導できるが、β細胞の最も重要な機能である血糖

値に反応してインスリンを分泌する機能が十分得

られない場合が多く、またインスリン産生量も正

常のβ細胞の 1/100 程度である場合が多い。さら

に、現在の方法では分化誘導効率が非常に低く、

治療に必要なβ細胞数を確保するのが難しい状況

である。生体内の分化細胞を再分化誘導する４）

の方法は、心筋やβ細胞で試みられており、実際

にマウスを用いた研究では、心筋梗塞巣の線維芽

細胞を心筋細胞に再分化させた報告や（文献４）、

膵臓外分泌細胞をβ細胞に再分化させた論文（文

献２）が報告されているが、その効率は臨床に応

用できる程高くはないことが予想されている。

４．�肝臓細胞からのβ細胞のダイレクト・
リプログラミング法の開発

　上記の様に、β細胞を産生する４つの方法に

はそれぞれ欠点が存在するが、我々が実施する

TARA プロジェクトでは、生体内分化細胞のダ

イレクト・リプログラミング法の開発を目的とし

ている。この方法の最も大きな利点は、試験管内

での培養および成体への移植の必要が無いため

に、一度誘導法が確立できれば比較的早期に臨床

応用が可能である点である。また、再分化を誘導

する臓器として肝臓を用いているが、肝臓は発生

学的に膵臓と近い関係にあり、分化プログラムに

多くの共通部分があることが予想されること、ま

た最大の臓器であり、予備力および再生能力が高

いことから、その一部を他の臓器再生に使用して

も生体に対する影響が少ないと考えられること、

臓器一が体表から近くアプローチがしやすいこ

と、アデノウイルスベクターを用いることにより

Insulin
glucagon

MafA/MafB二重欠損マウスに見られる、細胞の減少

A0

A0B0

WT

B0

(E18.5dpc)
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選択的に遺伝子導入が可能なことなど、多くの利

点を有している。これらのことから、生体内で肝

臓細胞からβ細胞のダイレクト・リプログラミン

グ法を開発することとした。

５．TARAプロジェクトの研究アプローチ
　肝臓細胞からのβ細胞のダイレクト・リプログ

ラミング法の開発を行うために、TARA プロジェ

クトでは、以下の３つの研究テーマの実施を行う

予定である。

研究テーマ１：インスリンの産生におけるエピゲ

ノム解析

1-1．�膵臓β細胞の発生・分化におけるエピゲノ

ム解析

　マウスを用いて膵臓β細胞の発生・分化にお

けるエピゲノム解析を行う。マウスでは胎生 13.5

日頃よりインスリンを産生するβ細胞が形成され

るが、Large Maf 群転写因子である MafB および

MafA を欠損するマウスでは、膵臓内分泌細胞は

形成されるものの、インスリン陽性のβ細胞お

よびインスリンの転写はほとんど誘導されない。

これらのβ細胞前駆細胞を、MafB 領域に挿入さ

れた GFP を用いて単離し、インスリン遺伝子や

β細胞の機能発現に必須な Glut-2 や PC-1/3 等の

遺伝子領域の DNA のメチル化状態、ヒストン

コードを解析する。GFP により内分泌前駆細胞

が単離できることは University of Massachusetts 

Medical School の Dr. Klaus Pechhold（TARA

客員研究員）との共同研究で確認しており、本方

法を用いて膵臓β細胞の発生・分化に必要な転写

因子およびエピゲノム修飾を同定する。これらの

結果から、肝臓細胞からβ細胞のリプログラミン

グに必要な転写因子およびエピゲノム修飾の情報

が得られると期待している。

1-2．�糖尿病状態における膵臓β細胞のエピゲノ

ム解析

　糖尿病の進行に伴って、β細胞の代償性の増殖

が抑制され、インスリンの分泌能が低下すること

が報告されているが、その詳細な分子機構は明ら

かにされていない。本サブテーマでは糖尿病状態

における膵臓β細胞のエピゲノム状態を解析し、

その分子機構を明らかにする予定である。インス

リンプロモーター GFP マウスは既に導入済みで

あり、GFP を指標にβ細胞を単離し、β細胞の

機能発現に重要な遺伝子のエピゲノム解析を行

う。本サブテーマにおいては、国立国際医療セン

ターの西村　渉先生との共同研究を実施する。

研究テーマ２：β細胞からα細胞への細胞運命転

換におけるエピゲノム解析

2-1．�β細胞からα細胞への細胞運命転換を生じ

るモデルマウスの解析

　最近我々が報告した MafA 欠損 MafK トラン

スジェニックマウスの糖尿病発症機序を明らかに

する。このマウスは、β細胞の機能的成熟に必須

な転写因子 MafA の欠損と小 Maf 群転写因子の

一つである MafK をβ細胞特異的に過剰発現する

二重変異マウスである。このマウスでは、インス

リン産生を行うβ細胞数とグルカゴン産生を行う

α細胞数とが全く逆転し、生直後より重症糖尿病

を発症する（文献５、図２）。さらにβ細胞の細

胞系譜を追跡するために、このモデルマウスとβ

細胞特異的 Cre リコンビナーゼ発現マウスおよ

びレポーターマウス（Z/EG マウス）との交配を

行ったところ、生後 6 週の時点で、殆どのインス

リン陽性細胞は、グルカゴン陽性細胞に転換して

いることが明らかになった（未発表）。このマウ

スを用いることにより、β細胞からα細胞への分

化転換の分子メカニズムを明らかにすることがで

きると考えられる。そのために、胎仔、新生仔の

膵臓に対して、各種ホルモンに対する抗体を用い

た免疫組織学的解析により、分化転換時期の確定

を行う。

2-2．�β細胞からα細胞への細胞運命転換におけ

るエピゲノム変化の解析

　カリフォルニア大学の研究グループは、DNA

メチルトランスフェラーゼの一つ Dnmt1 遺伝子

のβ細胞特異的欠損マウスでは、α細胞特異的転

写因子 Arx が活性化することで、β細胞からα

細胞転換が生じることを報告した（文献６）。こ

のようにエピゲノム変化により分化転換が生じ

ることが報告されているので、MafA 欠損 MafK
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トランスジェニックマウスのβ細胞を用いて、

FLAG 抗体による ChIP シーケンスと遺伝子発現

パターンの解析を行い、ゲノムワイドに MafK の

DNA 結合領域および、その標的遺伝子を同定す

る。トランスジーンである MafK は、FLAG タ

グ融合タンパク質として挿入されているので、抗

FLAG タグ抗体を用いることによって、効率的

なChIPシーケンスを実施することが可能である。

β細胞からα細胞転換に関わる新規遺伝子、ある

いは既知の遺伝子の中からマスター遺伝子を同定

して、糖尿病発症機序を明らかにする。

研究テーマ３：エピゲノム状態の制御による新規

糖尿病の治療法の開発

3-1．�肝臓のエピゲノム状態の制御によるインス

リン産生細胞の誘導法の開発

　これまでの解析から、Large Maf 群転写因子が

インスリンを産生する膵臓β細胞の機能発現に必

須であることを明らかにしてきた。そこで Large 

Maf 転写因子群を用いることにより、生体内でダ

イレクト・リプログラミングによる膵臓β細胞の

誘導を計画した。ダイレクト・リプログラミング

因子を探索するために、マウスインスリンプロー

ター BAC DNA とホタルルシフェラーゼ遺伝子

を用いて（BAC MIP-Luc）、生体内でのインスリ

ンの転写をリアルタイムにモニターできる検出系

を開発し（図３）、マウス生体の肝臓において、

Pdx1、NeuroD および MafA の３因子の組合せが、

最もインスリンの転写を活性化できることを定量

的に明らかにした（文献７、投稿中）。肝臓に誘

導されたインスリン産生細胞は、糖尿状態のマウ

スを数週間にわたって治療可能であることが明ら

かになっているが、最終的なβ細胞へのリプログ

ラミングは、様々な解析から不十分であると考え

ている。このモニター系を用いて、研究テーマ１

と２の情報を基に、肝臓細胞から機能的なβ細胞

をダイレクト・リプログラミングできる因子の同

定を行う。インスリンプロモーター GFP を指標

にして肝細胞から誘導されたインスリン産生細胞

を単離し、β細胞の機能発現に必須な遺伝子のエ

ピゲノム状態を解析し、現時点でのエピゲノム状

態を明らかにする。その中から完全なリプログラ

ミング因子の候補を同定し、機能的なβ細胞の誘

導を目指す。マウスの肝臓でインスリン産生能を

固定化できた場合は、ヒト肝臓細胞への応用実験

を行う予定である。

６．おわりに

　本研究プロジェクトでは、我々がこれまで研究

してきた Large Maf 転写因子群の機能解析の研

究を応用して、生体内において肝臓細胞からイン

スリンを産生するβ細胞をダイレクト・リプログ

ラミングにより誘導しようとするものであり、大

変挑戦的な研究である。実現までには、解決しな

ければならない多くの課題があると考えられる

が、既にインスリン産生細胞を肝臓細胞から誘導

することに部分的には成功しており、決して不可

能ではないと考えている。
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In vivoイメージングを用いた変換因子の探索
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TARAインタビュー

TARAセンターにおける研究支援活動と今後の展望
岡林　浩嗣�　講師（リサーチ・アドミニストレーター）

インタビュアー　生沼　みどり

生沼　岡林先生は昨年 12 月にご着任されて、リ

サーチ・アドミニストレーターというお仕事をさ

れているわけですけれども、私も含めてリサーチ・

アドミニストレーターというものにまだなじみが

ない方も結構いらっしゃるのではないかと思いま

すので、まずお仕事の内容などをご説明していた

だけますでしょうか。

岡林　リサーチ・アドミニストレーターという名

前自体が、確かにここ数年言われ始めたようなと

ころがありますので、皆さん知らない点が多いと

思います。まずＴＡＲＡセンター内での自分の仕

事について説明します。

　リサーチ・アドミニストレーターとしての仕事

をするために必要な経験として、まず研究経験が

あるということと、あとは民間企業でプロジェク

ト管理等の経験があるということがありまして、

それが私が採用された理由の一つでもあります。

そういう経験と、研究に関する専門知識を生かし

て、実際に研究をされている教員の業務の負担を

軽減するということが仕事の一つです。もう一つ

は、現在、大学がさらに積極的に外部資金を獲得

しなければいけないという流れになっていますの

で、外部資金を獲得するに当たっての強力なサ

ポートをしてほしいということですね。大きく分

ければその２つということになります。

　ただ、それが本来の業務なんですけれども、同

時に、センターが具体的に何をやっているか、そ

の研究内容をアウトリーチ活動として一般社会に

還元するための具体的な方策を考えて、宣伝なり

セミナーの開催なり、そういう面のマネジメント

を進めるというのも私の仕事の一部です。

生沼　かなり幅広い内容ですね。

岡林　幅広い内容というか、要するに今のところ

は何でも屋みたいなところがありますかね。

生沼　ここのところの先生からのメールなり会議

なりを拝見しますと確かにいろんなところに出て

いらっしゃるので、大変なお仕事だなあと感じて

います。

岡林　今のところそれほど大変ではありませんけ

どね。

生沼　私もちょっと下調べ的にインターネットで

リサーチ・アドミニストレーターというのを検索

してみたのですが、確かに今、先生がおっしゃっ

たように一番は教員の負担軽減というのがありま

した。特に教授の先生方というのは研究をしてい

る暇がないというふうによく聞きますけれども、

それは確かにそう思います。

　その負担軽減という意味では、主にどのような

仕事になりますか。

岡林　負担軽減の内容として自分が考えているも

のとしては、まず様々な研究や科学研究費等の成

果報告書の作成のサポートがあります。所定の書

式に直したり各項目をチェックしたり、そういう

本質的な内容とは関係ないけど時間がかかる部分

を担当するんです。そういう部分を他人がサポー

トするにしても、十分な専門知識がないと、例え

ば何か文章を簡単に校正してほしいと言われて

も、ここは冗長なんじゃないかと仮に思ったとき

に、そもそもそこを直していいのかとかいうレベ
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ルから分からないわけです。そこでリサーチ・ア

ドミニストレーターのような立場の人間が役に立

つわけです。

　ですから、専門の内容に関しては各先生方が報

告書を書くんですけれども、メインの部分が出来

ていれば、あとの細かいところは私がやりますよ

ということで、まずそれで各教員の負担を多少は

減らせると思います。

生沼　先生はＴＡＲＡセンターでのリサーチ・ア

ドミニストレーターですよね。

岡林　そうです。私の場合、ＴＡＲＡセンターの

リサーチ・アドミニストレーターで、筑波大学の

というわけではないですね。

生沼　ちなみに、筑波大学の中には他にそういう

立場の先生はいらっしゃるんですか。

岡林　リサーチ・アドミニストレーターというふ

うに私は一応名乗っています。なぜ「一応」かと

いうと、このポストの公募があったときには「リ

サーチ・アドミニストレーターを公募します」と

いうことだったので、当然名乗っていいとは思う

んです。けれども、本来、文部科学省が進めてお

られるリサーチ・アドミニストレーターの制度と

いうものが別途ありまして、私が着任したのはそ

れとは直接の関係はありません。筑波大学の公式

のリサーチ・アドミニストレーターとして私がこ

こに来たわけではないんですね。

　筑波大学には文科省公認のそういう制度という

のは今のところありません。

生沼　そうですか。やはり、聞いたことがないな

と思いました。

岡林　実はここ数年、文科省による新たな施策と

して、リサーチ・アドミニストレーターというポ

ストを新たにつくることによって、大学における

研究者の負担軽減を図ろうという動きがあるんで

す。具体的には文科省の公募があり、これに希望

する大学が応募して、採択された大学から順番に

リサーチ・アドミニストレーター制度が期限つき

で整備されているんです。例えば東京大学とか名

古屋大学とか、いくつかの大学があるんですけれ

ども、筑波大学はまだ採択されていません。ただ、

筑波大学の大学研究センターに小林信一先生とい

う教授がいらっしゃるんですが、小林先生を中心

にプランを策定して、この制度の申請書を先日文

科省に提出したところです。今年中に採択されれ

ば、今年から公式の人員を公募することになりま

す。

（注．本インタビュー後、文部科学省の「リサーチ・

アドミニストレーターを育成・確保するシステム

の整備」への申請が通り、筑波大学として公式な

制度の整備を進めることになりました。）

生沼　それは筑波大学としてのリサーチ・アドミ
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ニストレーターなのですね。

岡林　そういうことになります。

生沼　筑波大学でその制度が動き出した場合、い

ろんな系がありますけれども、どういう部分まで

その恩恵が届くのでしょうね。

岡林　そこはなかなか難しいですね。結局、研究

支援というのは簡単に言ってしまうと単にお手伝

い、ということのようですが、お手伝いの範囲っ

てものすごく幅広いんです。幅広過ぎるので、例

えば本部で仮に数名の人を雇ったとしても、筑波

大学の全部に手が届くわけがないんですよね。

　ここから先はむしろアメリカの状況をベースに

話をしたほうが分かりやすいと思うので、先にア

メリカのリサーチ・アドミニストレーションの現

状について説明したいと思います。

生沼　お願いします。

岡林　ちょうど今年の春、アメリカのリサーチ・

アドミニストレーションの現状についての調査に

同行してきました。学術研究懇談会を構成する

１１大学の事を RU11（Research University 11）

と言うんですけれども、そこが文科省から委託を

受けて、今後日本でリサーチ・アドミニストレー

ターの制度をどう整備するか、その方針を検討す

るタスクフォースを組んでいるんです。今年の３

月にタスクフォースのメンバー全員でアメリカの

状況の視察に行く予定があって、さっき申し上げ

た小林信一先生がちょうどこのメンバーなんです

けれども、たまたま小林先生の都合がつかなく

て、そこで筑波大学としては私が代行で行くこと

になったんです。そこで、RU11 の代表として参

加されている先生方からもいろいろなお話を伺い

つつ、リサーチ・アドミニストレーターという制

度がアメリカでどうなっているかということを直

接見てきましたので、私なりの理解ではあります

けれども、それについてお話します。

生沼　ちなみに、どちらでそういうのを見てこら

れたのですか。

岡林　行ったのは何カ所もありまして、最初は

ニューヨークにあるコロンビア大学で、次はエマ

ニュエル・カレッジという大学です。エマニュエ

ル・カレッジは日本ではあまり知られていないと

思いますが、リサーチ・アドミニストレーターを

養成するための修士課程を持っている大学なんで

す。この大学はボストンにありまして、色々な大

学が集まっている地域なので、リサーチ・アドミ

ニストレーターとしての人材の要望が多くて、そ

れを受けて、リサーチ・アドミニストレーターの

トレーニングコースのような修士課程をつくった

という経緯があるらしいんです。特にエマニュエ

ル・カレッジはウエブ経由の通信教育でも修士

課程を提供しているということで、今後日本で

リサーチ・アドミニストレーターを養成するカ

リキュラム作成の参考にするために行ってきまし

た。

　次にハーバード大学を訪問して、その後、ボル

チモアのジョンズ・ホプキンス大学に行きました。

あとは、アメリカのリサーチ・アドミニストレー

ターの中心的な組織である NCURA――エヌキュ

ラというんですが、それを訪問するためにワシン

トン D.C へ行きました。最後に西海岸へ行って、

カリフォルニア工科大学を見てきました。

生沼　全体的には同じような方針でやっているん

でしょうけど、それぞれに特徴があったりするの

ですか。

岡林　大学によってそれぞれ違います。リサーチ・

アドミニストレーターというのは、事務系の仕事

をする人や、研究支援を直接担当する人、実験に

使うための共通機器の管理をする人も含めて、か

なり広い意味でも使われるんですが、基本的に

は大学本部の事務職員を指している場合が多いで

す。大学によって管理の仕組みや仕事の範囲が違

うので、一言では説明しにくいです。それでも日

本とアメリカで比べると、明らかにアメリカの大

学に共通した「リサーチ・アドミニストレーター

像」というのはあります。
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　実際にアメリカのリサーチ・アドミニストレー

ターが担当している仕事というのは、研究費の申

請のときに書類をざっと見て、フォームが合って

いるかを確認して、お金の部分を見て、問題なけ

れば承認する、そういう作業がメインです。そう

いうわけで、アメリカのリサーチ・アドミニスト

レーターの仕事というのは、日本でいえば、もう

既に事務職員がやっている事、といっても良いぐ

らいなんです。

　とは言っても、アメリカの場合は、リサーチ・

アドミニストレーターというのは普通の事務職員

の方とは少し違った位置にありまして、特に研究

費に関連する部分を中心に、研究をサポートする

特別な事務職員という感じです。

　それじゃあ日本の事務職員と何がどう違うの

か、ということになるんですけれども、アメリカ

の場合は、あくまで「いかにして研究者が研究し

やすいようにするか」、が第一の目標になってい

て、そのために仕事をするという明確なビジョン

があるんです。逆に研究者の側からも明確に「彼

らは自分達研究者のために、どうやったらこの問

題を突破できるか、研究者の側に立っていろいろ

考えてくれる立場だ」という了解があるんです。

　元々文科省がリサーチ・アドミニストレーター

という職を制度として公式に設置しようという動

きになっているのは、アメリカのそういう現状が

あるから、ということのようですね。実際に日本

の大学の先生方って授業をやり、委員会に出て、

科研費の報告書も書くし、論文も書くし、という

ことで、そもそも時間が無いと言われているわけ

ですよね。どんなに研究が大事だと言われても、

本当に研究に没頭できているかというと、上のほ

うに行くほどできない。それは世界どこでも一緒

ではあるんですが、それにしてもあまりにも時間

がないんじゃないかと。

　それで、アメリカにはリサーチ・アドミニスト

レーターという、研究者の研究活動を支援するす

ばらしいシステムがあるからこれを見習おうとい

う訳ですね。でも、何でもかんでも真似をすれ

ばいいわけじゃないですよね。ですから文科省と

しては、RU11 の枠組みを使って、日本にとって

必要なリサーチ・アドミニストレーターというの

はどういうものだろうかということをまず検討す

るところから始めたという事らしいです。それで

RU11 のタスクフォースとしては、アメリカに視

察も行き、最終的にどういう制度にしたらいいか

という事を議論する、そういう活動をしているん

です。ですから、今のところはまだ、リサーチ・

アドミニストレーターを入れたからと言って、大

学のどの部分で、どのぐらい丁寧な研究支援がで

きるようになるかということは分からないんで

す。

　話を戻しますけれど、極端な言い方をすれば、

たとえば筑波大学には支援室の事務職員という形

で、リサーチ・アドミニストレーターは既にいる、

とも言えます。ただ、皆さんはリサーチ・アドミ

ニストレーターとしての仕事をしているという自

覚は多分ないでしょうし、その業務内容が日本で

必要なリサーチ・アドミニストレーターとして十

分なのかどうか、その辺はこれから考える必要が

あるわけです。

　一方で、事務職員について日本をアメリカと比較

すると、各自が気を配って組織を上手くまわすという

点では日本の方が上手らしいですね。

生沼　分かるような気がしますね。

岡林　ただ、アメリカのリサーチ・アドミニスト

レーターの場合、ランクによって権限が厳密に決

まっている一方で、的確に効率よく指示が出せな

い人は上司としてはやってゆけないわけです。ま

た下の人も、その指示に従って動けなければ無能

だとみなされるわけですね。アメリカの場合はリ

サーチ・アドミニストレーターのランクが上がっ

ていくに従って、日本では考えられないような莫

大な権限を持っているんです。ただ、私が見てき

たのはアメリカの私立大学ばかりですし、こうい

う企業のようなやり方になるのは当たり前かもし

れませんが。

　あと、アメリカのリサーチ・アドミニストレー

ターの仕事で特殊なのは、お金に関する折衝の権

限があることですかね。日本の場合、大学が企業

からお金をいただくとか、公的な競争資金に応募

して資金を獲得する場合に、余りバラエティーが
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ないですよね。つまり、この科研費の場合はこう

すればいいということが大体決まっている。日本

の場合は企業が配布している競争的資金って滅多

になくて、寄付金とかがほとんどになると思うん

ですけれども、アメリカの場合はいろんなところ

からお金を配分していて、ある会社から寄付講座

のような形でお金をもらう場合にも、お金をくれ

る側が条件をつけて、それに全部こたえられるか

どうか、条件のすりあわせをするわけです。逆に

大学としては、お金をくれるのは結構だけれども、

研究成果としてはこういう扱い方をする、知財は

どうするとか、あるいは、もらった研究費のうち

の何％を事務費に充てる、というような条件を主

張できるんです。いわゆる間接経費の問題ですね。

日本ですと国立大学の場合は科研費で 30％ぐら

いという事で決まっているんですけれども、アメ

リカの場合ですと契約ごとに、何％間接経費にし

ていいかとか、この研究にはこのぐらい手間がか

かるから間接経費はもっと上げなきゃいけないと

か、そういう折衝ができるんです。

生沼　そういう役目でもあるわけですね。

岡林　そうなんです。アメリカの場合それができ

るので、だからこそそういう折衝ができる人材が

求められている。そのためのリサーチ・アドミニ

ストレーター、ということでもあるんです。

生沼　なるほど。

岡林　さっき言った科学研究費の書類のチェック

とかいうのは、もちろんリサーチ・アドミニスト

レーターの一番基本的な仕事ではあるんですけれ

ども、その上司になっていく人たちは大体 MBA

を持っていたりして、お金に強い人が資金の全貌

を把握した上で、その資金を大学としてどう使う

かということの折衝ができる。言わば、外部資金

を使って大学をいかにもうけさせるかということ

を考える戦略的な立場にいるんですね。

生沼　非常に大事な立場なのですね。

岡林　アメリカでは大事なんですが、一方でこれ

と同じ事を今の日本でそのままやっても無理に決

まっている。というか、日本で例えばそんな契約

ごとに間接経費を変えたりすることはもちろんで

きませんし、アメリカでやっていることだから日

本で必要なわけではないし。その一方で、日本で

これだけ教員が忙しくて研究に没頭できていない

としたら、日本の制度だからこそ本当に必要な、

日本ならではの研究サポートシステムができるだ

ろう、だからそれを確立しよう、というのが日本

の現状なんですね。

　というわけで、今日本国内では、リサーチ・ア

ドミニストレーターというのは具体的に何をした

らいいか、という統一見解がないんですよ。

生沼　いろいろ試行錯誤ということですかね。

岡林　ということですね。逆に、統一見解がない

からこそ、さっき言った RU11 のタスクフォース

がいろいろ考えているわけです。

　例えば、東京大学ではリサーチ・アドミニスト

レーターのスキル標準の作成を進めています。早

稲田大学はリサーチ・アドミニストレーターの養

成コース、さっき言ったエマニュエル・カレッジ

がやっているような修士課程を設けるとか、もし

くはセミナーみたいな形でリサーチ・アドミニス

トレーターとしてのスキルを高めるとか、そうい

うコースをつくろうとしています。こういうスキ

ル標準やカリキュラムが決まった時点で、日本の

リサーチ・アドミニストレーターの最初の定義が

決まるんだろうと思います。

　ただ難しいのは、やはり大学によって、必要な
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人材像はまた異なりますのでね。

生沼　確かにそうですよね。

岡林　私学と国立大学でも全く違いますからどう

なるか分かりませんが、おそらくリサーチ・アド

ミニストレーターという仕事の範囲はかなり広く

とっておいて、「うちの大学ではこの部分は全部

事務にお任せしますが、この部分はリサーチ・ア

ドミニストレーターにお願いしますよ」とか、「う

ちの大学では全部リサーチ・アドミニストレー

ターに任せる」とか、「一部の事務の人はリサー

チ・アドミニストレーターに転換する方向で進め

る」とか、そういう選択肢がいろいろあるわけな

ので、それは各大学が自分たちの戦略に従って決

めていくという方向で今考えているはずです。

　ちょっと言い忘れましたけど、リサーチ・アド

ミニストレーターというのは長いので省略したい

んですが、でもＲＡと呼ぶと日本ではリサーチア

シスタントと思っちゃうんですね。ですから日本

では今、「ユニバーシティー・リサーチ・アドミ

ニストレーター」の略で「ＵＲＡ」と呼んでいます。

生沼　インターネットでも出ていました。

岡林　ＵＲＡという制度で、今後日本では幅広く

研究支援を強化していくと思います。

　ただ、アメリカのＵＲＡの仕事は、先ほど言い

ましたとおり、お金に関する折衝や研究費の申請

や執行のサポートがほとんどですが、例えば申請

書のチェックをする場合でも、内容にはタッチせ

ず、あくまでフォーマットや記載漏れの有無を見

る程度です。

　一方で、日本国内で求められるものとして今考

えられているのは、サポートだけではなくＵＲＡ

が自ら報告書を書いたり、例えば研究費申請の場

合でもアイデアの本質的なところはもちろん研究

者が出すにしても、申請書そのものをいかに通り

やすくするかという視点で実際に文章の内容に手

を加えたりとか、そういう「より高度なスキルを

持つＵＲＡ」というイメージのようです。

生沼　ちなみに、ＴＡＲＡセンターには現在ア

スペクト教授が何人かいらっしゃるわけですけ

ど、今おっしゃられた申請書の手伝いをされると

いうのは、個々の先生方へのサポートなのか、Ｔ

ＡＲＡとして出すプロジェクトの申請のものなの

か……。個々のとなった場合、具体的にどのよう

なサポートをされるのかなというのがちょっとイ

メージがわかないんですけど……。

岡林　既にある教授がグラントを申請される際

に、一般的な視点から見てこの文章でわかりやす

いかどうか、あくまで形式的なものですけど、私

のほうで下見をさせていただいたという例はあり

ます。今後も、もし各教授の方が、違った視点か

ら見てほしい、ということでしたら、私はいつで

も対応するつもりです。教授だけじゃなくても、

講師でもポスドクであっても、だれのグラントの

申請の際でも、本人が望めば、私がサポートする

ということはもう既に決まっていることです。

　今までに拝見したのはせいぜい２件ぐらいです

かね。これから大量に集まってくると対応し切れ

るかどうか、今のところ分かりませんが。

生沼　それは TARA の中ではもう周知のことな

んですか。

岡林　教授の先生方には話は通っているはずです

が、まだはっきり認識されていない方もいらっ

しゃるかもしれません。一方で、下手な通知の仕

方をすると、それじゃあこれから科研費の申請

書とかを書くたびに岡林に見せなきゃいけないの

かということで、管理しているようなイメージに

なってしまうとよくないので。あくまでお手伝い

ですから、希望される方はどうぞという程度です。

　実際に研究内容について具体的な話をさせてい

ただいた先生は大体理解してくださっていると思

います。ただ、どの先生もそうですけど、申請書

の書き方には当然自分なりのやり方もあり、プラ

イドもお持ちですから、余計な手を出すのは失礼

ですので、私の方からぜひ見せてくれという言い

方はしないです。まず、各個人の科研費申請のサ

ポートについてはそういうことです。
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　一方で、例えば来年度予算について、これは科

研費ではないんですが、ＴＡＲＡセンター全体と

して請求したい予算の書類に関しましては、アイ

デアや申請書の原案はもちろん先生方から頂くん

ですけど、その書類の取りまとめや編集は私のほ

うで担当しています。そこが「日本ならではのＵ

ＲＡ」としての仕事を実際に始めている部分だと

思うんですけど、この予算申請の件は、本部の担

当課への説明や各種のプレゼンとか、形式上は私

が主体的にかかわる形で仕事をしています。

生沼　それはＴＡＲＡの先生方にとっては助かる

ことだと私も思いますね。

岡林　そういえば最初の方で、アメリカでは「研

究支援を直接担当する人、実験に使うための共通

機器の管理をする人」も含めてＵＲＡとして呼ぶ

こともあるとお話ししたと思いますが、実際に全

体を管理する大学本部にはＵＲＡのヘッドクオー

ターがあって、一方で各学部、デパートメントの

レベルにも、ＵＲＡ的な職がたくさんあります。

生沼　それは必要だと思いますね。

岡林　例えば研究内容に関する部分で、専門知識

が必要な場合は、デパートメントのほうでサポー

トしている場合があるんです。大学の中央にいる

人は、さっき言ったようにお金の件とか文章とか

フォームのチェックとか、日本でいえば事務職に

極めて近いやり方で仕事をしている。一方で学部

のほうは、専門的な研究の知識を持っていて、私

が今やっているスタンスと同じように、希望する

先生には報告書作成の補助はやりますし、予算申

請もサポートします。もちろん希望しない先生

はどうぞご自分でやってくださいという、かなり

オープンな形でサポートを提供しています。

　だから、もし日本には高度なスキルのあるＵＲ

Ａが必要とされているとしたら、各部局レベルの

ＵＲＡのほうが重要だと思うんです。

生沼　私もそう思いますね。

岡林　今の文科省が進めているＵＲＡ導入の制度

では、ＵＲＡとして新たに採ることができる人数

はそれほど多くないので、ひとまずは大学本部に

ＵＲＡのヘッドクオーターを作り、大学全体とし

ての研究戦略を練り、実行に移してゆく、そのぐ

らいの高度なことをやる人を採ろうとしています。

　私の希望としては、将来的に、本当にサポート

が必要な現場に近いところに人員を配置してもら

いたいですね。もしくは、一部の教員や事務職の

方、例えば支援室で長年同じ分野の研究サポート

を続けてこられた方にＵＲＡ的なものに転換して

いただいて、それでもうちょっと現場レベルでサ

ポートできる人がふえるというのが日本にとって

は一番いいんじゃないかなと思っています。

生沼　私もそう思いますね。日本に合ったアドミ

ニストレーターのシステムをつくったほうがいい

ですよね。

岡林　ただ、いきなり制度を変えるというのはで

きませんし、特に国立大の場合はいろいろありま

すよね。研究経験がある人を中途で採用して入れ

るとかいうのも、それほど簡単ではないらしいで

す。制度の改善についても、今後ＵＲＡとして仕

事をする上で、少しずつ問題点を洗い出していっ

て、将来の制度変更に多少なりともポジティブな

影響を与えられればという程度です。本当に必要

とされる仕組みができるまで、まだ道のりは長い。

始まったばっかりというレベルです。

生沼　話題は変わりますが、先ほどの話のご経歴

の中で、以前会社におられたということですが

……。

岡林　そうです。筑波大学に来る前には会社にい

ました。実験動物を扱う会社です。

生沼　そこでも今のお仕事に関連するようなこと

をされていたのですか。

岡林　なかなか一言で説明するのは難しいんです

けど、要するに外資系の企業で、実験動物を直接
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扱う部署にいました。具体的には、例えば色々な

研究所や製薬会社から特定の実験動物をお預かり

し、飼育管理して、定期供給などの要望があった

らそれに合わせて繁殖のプランを立てて生産し、

実際に出荷の作業をするという仕事もしていまし

た。そもそも私がその会社に雇われたのは、それ

以前の研究経歴をかわれて、遺伝子組換え動物を

つくる新しいサービスの立ち上げを助けるために

雇われたようなところがあるんです。もう一つは、

過去にその会社でやったことがないような新たな

受託業務や、製品やサービスを開発するためです。

　実際の入社後の業務は、さっき言ったみたいな

実験動物の飼育管理と、遺伝子組換え動物の作製

でした。特に後者は、例えばある製薬会社からこ

ういう遺伝子をノックアウトしたいという要望が

あったときに、それに応じて、どのようにノック

アウトしたら要望される動物ができるかというこ

とを考えて計画を提案するところから始めて、実

際に自ら組換え動物をつくるという仕事です。つ

まり、実際に組換え動物をつくり、そのつくり方

に関してはコンサルテーションを行うような仕事

をしていたんです。そういう仕事がメインです。

生沼　大学にだけお勤めされていたわけじゃなく

て民間にもいらしたということは、こういうリ

サーチ・アドミニストレーターの仕事に関してメ

リットがあるというか、大学の研究からアウト

プットまで、大学、会社という両方の状況をご存

じというのは非常にいいのではと思います。

岡林　私がいた会社は利益率に厳しい会社でし

て、日本の企業と比べると圧倒的に高い利益率を

要求するんです。半期ごとに目標を立てて、一定

の利益率を目指して努力するということは企業に

とっては当たり前なのですが、やはりその辺の厳

しさみたいなものは、大学にいたままだったら分

からなかっただろうと思います。要するにお金に

関しての感覚、どのぐらい効率よく使うか、いか

にして目標を達成するかという、そういう意識を

学ぶことができたというのはまず一つよかったと

思います。

　もう一つ、私がよかったと思うことがありま

す。どんな会社でも、客からお金を取る場合には、

必ずサービス自体のクオリティーを保証している

わけですね。例えば車をつくる場合でも、それは

車自身の品質や性能を保証しているだけではなく

て、彼らは言われてからいつまでにつくるという、

納期を含めたサービスを保証しているんです。コ

ンビニの店員さんでも同じことで、決まったマ

ニュアルに従ってではあるけれども、販売する製

品の質だけではなくて、一定レベル以上のサービ

ス自体の質を保証しているわけです。

　実験動物会社というのはたくさんありますけ

ど、質のレベルで勝負する会社というのが私のい

たところのイメージなんです。見よう見まねで仕

事をしているうちに、質を保証する上で重要なポ

イントがあるということを実感しました。この程

度のことは、会社勤めの方からは今さらそんな事

を、と言われるでしょうけど・・・。まず、自分

自身のモチベーションですね、よいものを提供し

ようというモチベーションが何より重要だという

こと。そんなことは分かり切ってはいるんですけ

ど、あえて「意識的に」それをやるということが

いかに大事かということがよく分かりました。

　あともう一つは、サービス業務というのは必ず

作業を規定するマニュアルがなきゃだめだという

ことです。何か一定のサービスを提供している組

織にとっては、作業手順のマニュアルがないと、

人が入れ代わったら同じサービスを保証できない

でしょう、という考え方があるんですね。

生沼　そうですね。基本的なところは必要ですよ

ね。

岡林　要するにクオリティーコントロールの考え

方ですけど、そういう、企業でつくっているマニュ

アルのスケールとか、どのぐらい厳密にやってい

るかということが、正直、企業の外にいる時には

何もわからなかったんです。

　私が会社に入ってすごく良かったのは、例えば

ISO の何番を取得可能なレベルを目指して、マ

ニュアル整備をみんなで必死にやっている、その

姿を間近で見ることができたことです。そのため

に、だれもが自分のあらゆる業務の作業プロセス
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を思い起こして、どういう手順に分けてどういう

文章を書いたら、だれが読んでも大筋は間違わな

いマニュアルになるかということを、みんなで議

論しながら修正するんです。

生沼　それ自体が非常に有意義なことですよね。

岡林　あと、効率よく業務ができる人、スキルの

高い人は、やっぱりすぐれたマニュアルが作れる

んですよ。マニュアルを作れと言われて、「マニュ

アルなんて」と言ってマニュアルをばかにしてい

るようではだめなんです。自分の業務について優

れたマニュアルが書けるかどうかという点で、そ

の人の能力をはかるべきだということが会社にい

てつくづくよく分かりました。もちろん、あくま

で業務マネジメントに限定して、ですが。

生沼　そうですね。いいマニュアルを書くために

は、内容をよく理解してわかっていないと書けま

せんからね。

岡林　結局は、そういう必要性をいかに意識して

トレーニングするかということが重要なわけで、

会社では社員教育の面も含めて、そういうことを

ちゃんとやっているということが私にとってはす

ごく刺激になったんです。

生沼　じゃ、会社の経験というのは人生の中で非

常に良かったということですね。

岡林　人生にとっても良かったですし、今の仕事

にも役立ってます。大学内で私がこういうＵＲＡ

としてのサービスを提供するときに、将来自分が

別のポストに移って次の方がいらっしゃったとき

にＴＡＲＡでの研究支援業務が滞りなく行われる

ためには、やはり私の作業プロセスをマニュアル

化しておかなきゃいけないんです。私がいなく

なっても、だれかがそれを見れば必ずその仕事が

できるというものをつくる必要がある。

　使いやすく実用的なマニュアルとサポート体制

さえできてしまえば、本当はＵＲＡという仕組み

はなくてもいいと思うんです。でも、現時点でそ

ういうところが大学では余りシステマティックに

なってない部分があると私は思います。私はＴＡ

ＲＡのＵＲＡですから、大学全体には直接的には

影響を与えられないんですけど、ＴＡＲＡセン

ターの中のレベルではこういった部分を何とか改

善していきたいと思っています。

生沼　インターネットを見ていて、アドミニスト

レーターに必要とされる能力みたいなものが書い

てあったのですが、ちょっと申し上げますね。文

章力、語学力、交渉力とプレゼン力、あと調整能

力、これはネゴシエーションですよね。あと協調

性。特にネゴシエーションでは、例えば教授とか

事務局長の言いなりにならないような強力なもの

が求められるように書いてあったんですけど、こ

れまでのお話を聞いて、先生には大体揃っている

ような気がしましたが……。

岡林　多分、ネゴシエーションで言いなりになる、

ならない、というのは、その人の権限は何かとい

うことが厳密に決まっているかどうかによると思

います。私の場合、今はセンターの先生方が皆さ

ん好意的にバックアップして下さっているので何

とかなっていますが。日本の場合、既に大学の事

務組織としてうまく動いている仕組みがあるわけ

で、これからＵＲＡという制度を導入する場合は、

業務内容や指揮系統の切り分けとか、責任の範囲

とかをある程度厳密に決めないと、せっかく導入

しても、本人の能力とは関係ないところで、うま

く回らない気がします。

　あと、権限を厳密にすると、研究者側にとって

も対応しやすいですよね。例えば、またアメリカ

との比較になっちゃうんですけど、ハーバード大

学では、新しく着任された先生には、こういう何

ページもある表が渡されるんです。これは何かと

いうと、例えば教員がグラントを書くとき、もし

くはグラントをもらってお金を使うとき、報告書

を書くときに、それぞれ必要な事務手続きとその

担当部署がどこなのかを明確化した表なんです。

ハーバードの場合は、ＵＲＡ的な組織も２つあっ

て、申請のときのサポートが比較的メインのとこ

ろと、予算の執行と報告書のところがメインのと
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ころに分かれているんです。アメリカの大学は財

力が日本とは桁違いに大きいですから、かなり複

雑な組織で多くのＵＲＡを雇っても問題なく維持

できるのがすごいところなんですけどね。先ほど

の表にはグラントに関わる手続きが詳細に書かれ

ていて、この項目はどの部署が請け負うか、優先

的に請け負うところは丸がついていたりとかし

て、教員が何か手続きをしようと思ったらこの表

を見ればいいようになっているんです。教員にし

てみれば、自分は今このプロセスを進めたいから、

これはこの部署にお願いすればいいんだと、それ

が表を見れば一目瞭然にわかるんです。その後の

プロセスを見ていって、じゃ、あと２カ月後にこ

れをやらなきゃいけないから、これはこっちの

部署だからここに話をしておかなきゃいけないな

と、見れば分かるようになっているんです。

生沼　すごーい。そういうふうになっているんで

すか。

岡林　それが、単に大学内の規定としてルールを

羅列した文書があるだけだとよくわからないんで

すよね。具体的に教員が、いざ何かをしたいと思っ

たときにも、教員視点での「目的に応じた」マニュ

アルとか表とかそういうものが、アメリカの大学

では詳細にできているんです。

生沼　へえー、それは参考になりますね。

岡林　ただ、「権限がはっきりしている」という

点だけ見ると、「日本もそうですよね」と思える

んですけどね。あくまで私の印象ですけど、ちょっ

と日本が違うなと思うのは、例えば何か業務の分

野について、この分野は自分の分野だということ

は良く把握されているんですけど、全体的なつな

がりという部分についてはあまり意識されていな

いように思います。既存のルールをきちっと守っ

てやっていきましょうというのはそれでいいと思

います。ただ、教員が何かしたいと思ったときに、

どうすればいいかということがすぐにわかるよう

になっていないのはまずいと思います。

　アメリカの場合、ＵＲＡのスタンスとして、研

究をサポートするんだというモチベーションと目

的がものすごく明確だという話を一番最初にした

と思うんですけれども、要するに彼らは、教員が

何かしたいと思ったらそのために動くし、仕組み

も分かり易く改善してゆくんです。それが自分の

担当ではない場合でも、少なくともうちの部署で

はないけど、この表を見たら、ほら、この部署と

書いてあるからこの部署のあの人に聞きなさいよ

と、すぐに言えるわけなんですね。

生沼　頼まれたら、任せなさいといって責任を

持ってやるわけですね。

岡林　そうですね。日本の場合も、あえて業務の

切り分けを明確にして、一目で分かるような教員

向けのマニュアルを作って、新しく来た教員には

それを見てもらえばいいと思います。実際には、

こういう規定集みたいなやつはウエブでも公開し

てあって、見れば分かるようになっているらしい

んですが、やっぱり文章主体で、印象に残らない

んです。全部見ていったらここに書いてある、と

いうことなんでしょうけれど、その前にだれが見

ても誤解の余地無くわかるようなものをつくろ

う、という方向で動いた方が良いと思うんです。

　大学を企業として考えたときに、利益とか新し

い知識を生み出している部分は、会社でいうと、

広報や営業の部分を除けば開発・生産部門ですよ

ね。大学って何するところかといったら、まず、

学生を教育して、すぐれた学生を育てる。同時に

教育と研究というのは必ず両輪でなければいけな

いから、研究成果としてすぐれたものを生み出さ

なければいけないわけです。ということが大学の

使命だとすると、教育で学生を育てるということ

は極めて重要で、同時にすぐれた研究成果を出す

ということが重要。じゃ、多くの大学でそれを担っ

ているのはだれかといったら、やっぱりそれは主

に教員なんですね。もちろん、事務職員の方々の

協力あっての事であることは当然ですが。だった

ら、生産活動に直接従事している教員の側にとっ

て分かり易いということを第一に業務改善を進め

て、生産性の向上を図るべきじゃないか、という

考え方は企業ならできるわけです。
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　教員自身に厳しい責任が要求されるのは当然で

す。一方で教員が何かしようと思ったときに、た

ちどころにパッとわかるような仕組みになってい

ないという状況だとしたら、可能なら改善したほ

うがいいよねと、私は思うんです。

生沼　なるほどね。

岡林　ただ、私の立場で分からない事について勝

手なことは言えません。筑波大内で今後のＵＲＡ

制度をどうするかということについては、私も本

部での会合に参加させていただくことになってい

ますので、そこで、ＴＡＲＡの岡林ではあります

けれども、筑波大学全体にとって役に立つ提案が

できればいいなとは思います。

生沼　そうしていただければと思いますね。

　ちょっとお聞きしようと思ったことが一つあり

ます。先ほどアウトリーチという言葉が出てきま

したが、今、社会還元という意味で、大学の行っ

ていることを広く社会の皆さんに知ってもらう目

的でアウトリーチが重要になっていると思うんで

すが、ＴＡＲＡでは今回のインタビューを出すＴ

ＡＲＡニュースとか、ＴＡＲＡ年報、それとホー

ムページ等がある意味そうですよね。私は実際に

どういうところに配布してどういう方が見ている

のかというのを知らないので何とも言えないので

すが、効果としては出ているでしょうか。

岡林　必ずしも効果がゼロだとは私は思ってない

んです。ただ、過去に効果があったかどうかとい

うのは、今のところはかる手段がないんですよね。

本来なら、あまり効果の無いものは止めるぐらい

の決断が必要だと思います。ただ、現時点では私

も来たばかりで、今ちょうど年報の編集手続を進

めている最中です。少しは改変しますけど、大枠

は過去のやり方のまま、まずこの１年は過ごして

みるつもりですので、年報はとりあえずこのまま

やります。TARA News は、中身をもう少し学

術的なものにするとか、改善策はありそうです。

　今後考えなくちゃいけないのは、全くご質問の

通りで、対外的に発信はしているんですけど、そ

れを誰が見てどういう効果があがっているか、評

価しているのか、そもそも評価できるのかという

部分ですね。

生沼　とりあえず何かをやらなければというのは

あるかもしれないですね。

岡林　そうですね。ただ、一番すぐに出来そうな

ホームページに関してはまだ調整がついてなく

て、本当なら４月に直したかったんですけど、ま

だ直せてないんです。それは大変申しわけないな

と思っているんですが。とにかくホームページに

ついては、まず現状に合わせて、あとはもっと定

期的にアップデートして、そのページを見たらＴ

ＡＲＡで起きていることがすべてわかるようにし
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たいとは思っています。

生沼　ホームページというのは皆さんアクセスが

簡単にできるし、実際にしてますからね。

岡林　今後はニュースになる研究成果にしても、

どう書いたら一般の方に分かりやすいかというこ

とまで考えるのが自分の仕事だと思っています

が、まずはルーチンとしてしっかり回るような基

本的なアウトリーチ活動を軌道に乗せる。それは

最低限のレベルですね。

　あと、例えば論文が出たときに、海外の同じ分

野の有名な先生にメール等で通知をするという広

報のやり方があります。もちろん最高クラスの雑

誌に載った論文について大々的に宣伝するのは当

たり前ですが、ＴＡＲＡセンターとして、これは

独特でおもしろいから、余りインパクトファク

ターが高い雑誌ではないけれども見てください、

みたいな宣伝はあってもいいと思っています。た

だ、それをＴＡＲＡの側ですべて、欧米からアジ

アまで、どの分野のどの先生に宣伝メールを送る

かリストアップするというのはあまり現実的では

ありません。

　そこで考えているのは、広報の戦略だけは立て

て、一方で、宣伝メールの送付先の選定から送付

作業については、外注するという手です。そうい

うサービスを提供する会社というのはありますか

らね。

生沼　今のお話は初めて聞いたのですが、そうい

うのがあるのですか。

岡林　もともと何らかの形で世界に向けて論文の

内容を発表していきたいねという話があったんで

すが、たまたまある先生の紹介で、そういうアウ

トリーチ活動というか、論文の宣伝の戦略をたて

たり、発表される論文の情報を常にアップデート

するようなホームページを作ってくれる会社が来

て下さいまして。そういうことを専門にやってい

て様々なノウハウがあって、有名な先生のデータ

ベースとか全部持っていらっしゃる会社に、後か

ら追いかけて追いつくわけがないです。かかる手

間とかをいろいろ考えますと、場合によってはそ

ういうサービスをうまく使えばいいんじゃないか

と思います。成果の発表という意味ではそういう

ことを考えています。

　もう一つは、これは筑波大学の戦略Ａの枠組み

と一緒にやっているんですけど、高校生や中学生

向けに、最先端の研究をしている先生方に直接、

出張講義をして頂く事を企画として進めていま

す。それも、「やりました」という言いわけのた

めではなくて、本当にその高校側からの要望とし

て伝えてほしいことを的確に伝えられるように、

ニーズのマッチングのレベルから調整する、そう

いうやり方を考えています。

　まとめて言えば、論文を海外に発信するという

ことと、中高生向けの教育に力を入れるというこ

とですかね。

生沼　以前、ＴＡＲＡセンターの中でも中学生を

相手にしたＴＡＲＡセンターの科学教室みたいの

をやってましたけど、今はなくなりましたね。

岡林　いろいろとお忙しい場合も多いでしょうか

ら、とにかく、一番手間のかかる調整の部分に関

しては私に投げてもらえれば、細かいところは私

の方で調整しますので、是非先生方には遠慮無く

ご相談頂きたいと思ってます。

　ただ、今のところＴＡＲＡ自体が改組したばか

りですから、毎年定期的に受け入れができるかど

うか、そこはちょっとわからないですね。教員の

皆さんのご都合もありますし。

生沼　当時は毎年やっていたみたいです。毎年同

じような内容をやっていた形ですけど。ただ、今

は、系や専攻のほうでも結構個別に体験学習を

やっているんですよね。だから、先生方はあちら

もこちらもとなると大変かもしれないですけどね

……。

岡林　やり方次第だとは思いますけど、そういう

受け入れ型の実験教室は、あえて系や専攻へ協力

するという形にして、ＴＡＲＡではむしろセミ

ナーを充実させる、という方法もあります。
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　研究室ではかなり危険な薬品等も扱っています

し、学外の生徒さん達をどこまで入れていいか、

難しい面もありますよね。一つの案としては、今

整備しているＡ棟の改修部分には、実験室みたい

な共通機器室がありますけど、外部の人が入ると

きはそこで簡単な実験ができるようにしておい

て、受け入れ時はそこでやってもらって、実験教

室を指導する教員にもそこで説明してもらうとい

う手もありますね。

　ただ、基本的に私は先生方のご都合を最優先に

しているものですから、忙しいと言われたらそれ

までなんですが。私が出来る事ならいくらでも協

力させて頂きます。

生沼　分かりました。

岡林  もう少し皆さんが私に慣れてきたら、先生

方には私の方からもっと図々しいお願いをしに行

こうとは思っているんですけど、今のところ、も

う半年ぐらいはなかなか言えないですね。

生沼　ちょうど今、半年ですか。

岡林  もう半年でちょうど１年ぐらいになります

ので。

生沼　では最後のご質問をさせていただきます。

先生は今あれもこれもといろいろ頭の中ではやる

ことを描いていらっしゃって、実際にやられてい

ると思いますが、その中でも、今一番、これだけ

は進めようと思っていらっしゃることは何です

か。いろいろあるんでしょうけれども、最優先し

て。

岡林  今第一の優先は、来年度予算を取ることで

すね。予算を取ることだけに全力をまず上げなけ

ればいけないので、それが何より大事です。

生沼　それはＴＡＲＡの予算ということですね。

岡林  ＴＡＲＡとしての来年度予算を取るための

作業です。

　それが何よりも第一なんですけど、別件で比較

的近いうちにできるだろうと思うのは、メールと

かネットワーク管理の関連ですね。私はもちろん

ネットワーク管理の専門家ではないんですけれど

も簡単な事なら分かりますので、例えば昨年度

には事務室にあったネットワークの DHCP サー

バーの向きを直して、古い配線を取り払ってもう

一度整備し直してもらうとか、いくつかの作業を

進めています。

　ついでに、新たなネットワーク委員会を改めて

定期招集してもらい、常に機能し続けるような仕

組みをつくるというのは、比較的早くできるだろ

うと思っています。この辺はそれほど力を入れて

いるわけではないんですけれども、そこは一応、

自分が来てよかったかなと思うことの一つです

ね。

生沼　分かりました。仕事が盛り沢山という感じ

ですね。

岡林　今は仕事の絶対量はそれほど多くないで

す。ただ継続的にやっていないと、なかなか目に

見える成果が出にくい部分もあるので、とにかく

全力で頑張りたいと思います。

生沼　ＴＡＲＡの一教職員として、私からもよろ

しくお願いいたします。

　今日はいろいろお話を聞かせていただいて大変

勉強になりました。ありがとうございました。

岡林　浩嗣（おかばやし・こうじ）

講師（生命領域学際研究センター）

リサーチ・アドミニストレーター

専門：発生生物学・実験動物学

kojiokaba@tara.tsukuba.ac.jp

生沼　みどり（おいぬま・みどり）

筑波大学講師（数理物質系）

専門：有機化学

moinuma@tara.tsukuba.ac.jp
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《戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE）に採択》
牧野昭二教授（システム情報系）

　牧野昭二教授（システム情報系・生命領域学際研究センター）の研究課題「Ａ

ＬＳ患者のための音の空間情報を利用したブレインマシンインタフェース（ＢＭ

Ｉ）の研究開発」が平成 24 年度総務省戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE） 

ICT イノベーション創出型研究開発 ライフ・イノベーションの推進に採択され

ました。

　総務省戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE）は、総務省が定めた戦略

的な重点研究開発目標を実現するために、ICT におけるシーズの創出、研究者

や研究機関における研究開発力の向上、世界をリードする知的財産の創出、国際

標準を獲得することなどを目的として、新規性に富む課題の研究開発を委託する制度です。SCOPE では、総

務省が定めた国として推進すべき ICT 政策と整合性を持った「研究開発戦略マップ」に基づき、我が国の復興、

再生はもとより、持続的な成長と社会の発展、安全で豊かな国民生活の実現等に積極的な役割を果たし、我が

国の科学技術イノベーションの力を高めることを目的として実施しています。 

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/scope/

《理化学研究所・バイオリソースセンター企画の「Mouse of the Month」に掲載》
　「Mouse of the Month」は、2005 年 3 月より開始され、理研 BRC に寄託されたマウスの中から、優れたマ

ウス系統・話題のマウス系統をとりあげて紹介する企画です。深水教授のグループから寄託されたマウスが、

2012 年 5 月の「Mouse of the Month」に選ばれました。

http://www.brc.riken.jp/lab/animal/mailnews/mouse_of_month_list.shtml

《文部科学省科学研究費補助金「新学術領域研究（研究領域提案型）」に採択》
永田恭介教授（医学医療系）

　当センターの連携教員である永田恭介教授（医学医療系）を領域代表とする研究課

題「ウイルス感染現象における宿主細胞コンピテンシーの分子基盤」（http://www.

md.tsukuba.ac.jp/basic-med/infcompetence/index.html）が平成 24 年度文部科学省科学

研究費補助金「新学術領域研究（研究領域提案型）」に採択されました。

　「新学術領域研究（研究領域提案型）」とは、我が国の学術水準の向上・強化につなが

る新たな研究領域について、共同研究や研究人材の育成等の取り組みを通じて発展させ

る事を目的としており（http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/1322878.htm）、

本研究テーマは、研究グループの有機的な連携の下、革新的・創造的な学術研究の発展

が期待されるものとして採択されました。

NEWS
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《2011 年度 TARA プロジェクト研究成果報告会の開催》
　７月 18 日（水）、生命領域学際研究（TARA）センターにおいて研究成果報告会が開催され、平成 23 年度

で終了した 3 件の TARA プロジェクトの先生方に、その成果についてご講演いただきました。会場となった

セミナー室（Ａ棟２階）には学内の教職員や学生など 50 名以上が出席し、会場は満席状態となりました。

　本報告会に出席いただきました赤平副学長・理事（研究担当）からは、平成 22 年度に改組された TARA

センターが国際的に評価される世界的研究拠点になることが期待されている旨のご挨拶がありました。また、

3 件のプロジェクト研究報告終了後には、深水副センター長から TARA プロジェクトの総括が行われ、さら

に浅島センター長からは今後のセンターの設備整備及び新設した C 棟における産官学連携の推進計画をふま

え、研究のさらなる活性化を目指す旨のご挨拶がありました。

　今回の TARA プロジェクトの研究分野として関連する研究組織からは、三明数理物質系長、高木システム

情報系長、内山産学リエゾン共同研究センター長にもご来所いただき、研究課題に対する活発なディスカッ

ションも行われ、盛況のうちに終了しました。

TARAプロジェクト研究成果報告会の様子

「開会のご挨拶
「赤平昌文 副学長・理事（研究担当）

「サステーナブルな計算環境の構築」（加藤プロジェクト）
「加藤和彦 教授（システム情報系）

「 π共役系を導入したAuクラスターの電気伝導物性と
単電子デバイス応用」（寺西プロジェクト）

「坂本雅典 助教（京都大学 化学研究所）

「 疾患病態をとらえる新しいバイオイメージングシステム
の創成」（三輪プロジェクト）

「三輪佳宏 講師（医学医療系）
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《第 15 回日本心血管内分泌代謝学会学術総会で若手研究奨励賞を受賞》
高橋悠太氏（生命環境科学研究科）

　深水研究室（生命環境科学研究科、生命領域学際研究センター）に所属する博士研究

員・高橋悠太氏は、2011 年 11 月 26 日、第 15 回日本心血管内分泌代謝学会学術総会（千

里ライフサイエンスセンター）において、発表演題「C.elegans におけるアルギニンメチ

ル化酵素 PRMT-1 寿命制御機構の解明」により、若手研究奨励賞 /Young Investigator 

Award を受賞しました。この賞は学術総会において優れた研究発表を行い、かつ過去の

優れた論文を発表した若手研究者に対して授与されるものです。

《第 8 回数理物質科学研究科長賞を受賞》
栗原広樹氏（数理物質科学研究科）

　赤阪健教授（数理物質科学研究科化学専攻、生命領域学際研究センター）指導下の数理

物質科学研究科博士後期課程 3 年の栗原広樹氏（化学専攻）が 2012 年 3 月 23 日、第 8 回

数理物質科学研究科長賞を受賞しました。この賞は博士論文において優秀な成果を挙げた

学生に対して授与されるものです。

《情報科学類心青会賞を受賞》
松本佳泰氏（システム情報工学研究科）

　牧野昭二教授（コンピューターサイエンス専攻、生命領域学際研究センター）指導下の

情報科学類 4 年の松本佳泰氏が 3 月 25 日、情報科学類心青会賞を受賞しました。この賞

は卒業論文において優秀な成果を挙げた学生に対して授与されるものです。

《情報科学類長表彰受賞を受賞》
山畑勇人氏（システム情報工学研究科）

　牧野昭二教授（コンピューターサイエンス専攻、生命領域学際研究センター）指導下の

情報科学類 4 年の山畑勇人氏が 3 月 25 日、情報科学類長表彰受賞を受賞しました。この

賞は卒業論文において優秀な成果を挙げた学生に対して授与されるものです。

受賞
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《International Conference on Brain Inspired Computing （BIC2012）で優秀ポスター賞を受賞》
西川望氏（システム情報工学研究科）

　牧野昭二教授（コンピューターサイエンス専攻、生命領域学際研究センター）指導下

のシステム情報工学研究科博士前期課程 1 年西川望氏（コンピューターサイエンス専攻）

は International Conference on Brain Inspired Computing （BIC2012）（Advanced Key 

Nanotechnologies Division 主催 ; 2012 年 6 月 4 日、5 日）のポスターセッションにおい

て、発表題目「Analysis of brain responses to spatial real and virtual sounds - A BCI/BMI 

approach」により、優秀ポスター賞を受賞しました。この賞は、ポスターセッションで発表された中から研

究内容、プレゼンテーション、質疑応答において優れた発表に対して贈呈されるものです。

来訪者

2012年4月20日　茨城高等学校普通科3年生

2012年5月23日　明秀学園日立高等学校普通科２年

2012年5月8日　筑波大学附属高校2年生

2012年5月24日

　ベトナムサイゴンテクノパーク、政府関係者御一行
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